
第 2055 回例会 

10月27日 №14 

 

●友好クラブ 

 韓国・龍仁ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3600 地区 

 台湾・台中文心ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3461 地区 

●姉妹クラブ 

 千曲川ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 2600 地区 

●提唱インターアクトクラブ 

 光明学園相模原高等学校 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

         

       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ガバナー補佐  

 本日は、久保田ガバナー公式訪問の準備のた 

め、お伺いしました。公式訪問当日は、10:30 

～ガバナーとガバナー補佐の打合せ。11:00～ 

会長・幹事・理事役員や地区出向者との懇談会、  

その後、例会終了後に特に入会 5 年未満の会員 

を含めての懇談会を 1時間程度予定しています。 

 では今日の補佐訪問では、もう何回か聞いて

いるかと思いますが、RI や地区の方針などを中

心に説明させて頂きます。 

○RI 会長テーマ「ロータリーは機会の扉を開く」  

ロータリーとはクラブに入会するだけでなく、 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一部要約にて掲載） 

田島 敏久 

「無限の機会への招待」 

である。奉仕の行いはそ 

の大小にかかわらず、助 

けを必要とする人たちの 

ために機会を生みだすも 

のであると私たちは信じ 

ている。 

また、ロータリーはリーダーシップの機会、 

奉仕のアイデアを実行に移すために世界を旅す 

る機会、そして生涯続く友情の絆を築く機会を 

与えてくれる。        ＜次ページへ＞ 

 

会 長 佐々木 敏尚  幹 事 小崎 直利 

 



  

 

あるゆる活動がどこかで、誰かのために奉仕の扉 

を開いています。 

○ロータリービジョンの声明 

『私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自 

身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人 

びとが手を取り合って、行動する世界を目指して  

います。』 

○久保田 英男ガバナー略歴 

     所属クラブ：鎌倉 RC 

生年月日：1960（昭和 

      35）年 11 月 20 日 59 歳 

職業分類：洋菓子製造 

             管理 

 職業／役職：㈱豊島屋 

           常務取締役 

 最終学歴：大正大学文学部社会学科卒 

○地区方針 「TOGETHER～＋もっと自由に」 

「楽しむための一番の方法は、この協議会や国際 

大会のような大勢の会議であれ、奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄや 

    例会であれ、皆が集まること（together）です。 

集まれば、より活動的になることができます。

ロータリーのビジョン声明の最初の一語が、この

言葉（together）であることも驚くことではあり

ません。」 

 一時は新型コロナの世界的感染流行で、この方

針を大幅に変えようと思っていましたが、やはり

初志を貫き進めてまいります。しかし時局に合わ

せ、事業は柔軟に対応します。 

○地区目標 

①RI 会長テーマおよびビジョン声明・戦略（行動） 

 計画・強調事項の推進 

 RI 会長テーマの意味を考え、それに相応しい活 

動を期待しています。また「ロータリーのビジ

ョン声明」及び「ロータリーの戦略的優先事項」 

「ロータリーの中核的価値観」の理解と周知を 

お願い致します。そして 5 年後どのようなクラ

ブになりたいかを自問し、クラブが会員により

多くの価値をもたらす方法を考える為の「クラ

ブ戦略（長期）計画会議」の実施を推奨致します。 

    ②RI ロータリー賞への積極的なチャレンジ 

     ロータリー賞の各項目は、客観的に自クラブを 

評価できるように設計されているので、クラブ 

 

 

 

の強み・弱点を把握できる利点があり、積極的 

に活用し、クラブの活性化活用してもらいたい。 

ロータリー賞は、表彰の為にあるのではなく、 

目標設定・目標管理にあります。先に推奨した 

「クラブ戦略（長期）計画会議」を開催し、ク 

ラブの皆で目標を設定するのもいいでしょう。 

目標や目的をクラブ内で共有することは、必ず 

結束を一層強くします。 

③会員増強・会員維持・クラブ拡大 

・地区会員数を 2021 年 7 月 1 日時点で、2500 人 

 以上に。 

・女性会員比率の向上。 

・新クラブ（衛星クラブ等を含む）の拡大。 

 ロータリーは「世界を変える行動人」の集まり 

 で、そこに性差（LGBTQ も含まれて当然です） 

 は不要だと思っています。同様に「若い会員」 

 もそう感じます。不必要な形容詞をつけず、ク 

ラブにとって必要な人材を迎えましょう。 

④青少年育成の推進 

・インターアクト、ローターアクトクラブへの支 

援及び協力の強化。 

またロータリー賞受賞に向け、指定された項目 

をクラブで実行するよう推奨する。 

・インターアクト、ローターアクトの新クラブ拡大 

・RYLA（若い世代のリーダー育成・発掘）開催→ 

本年度は実施せず。 

・青少年交換事業の理解と協力→本年度実施せず。 

ロータリーは若者への支援は大変優れた団体です。 

⑤クラブの戦略（長期）ビジョン策定の推進 

 戦略計画を基礎として、各クラブでは今後 5 年 

 間程度の中期ビジョンを策定し、クラブの将来 

 のあるべき姿を描き、その実現に向けての行動 

 計画を立てて頂きたい。その為に、戦略計画委 

員会または長期計画委員会等の委員会を立ち上 

げ、またはより活発に活動して頂きたい。 

⑥奉仕活動推進のためのロータリー財団への年次 

寄付 

目標１：地区年次寄付 50 万ドル 

目標２：ゼロクラブゼロの継続と全会員寄付の達成 

目標３：恒久基金 70,000 ドル増 

＜目安＞年次寄付 200 ドル／1 名 

恒久基金 1,000 ドル以上／1 クラブ  ↗ 

  



 

 

年次寄付目標と恒久基金の増額目標は、当地区 

     において 10万ドルの地区補助金原資（3年後）、 

     4 名の奨学生輩出、毎年 1～3 件のグローバル補 

助金事業が可能となるための原資確保です。 

⑦米山奨学会寄付 

     寄付目標：5,000 万円（20,000 円以上／1名） 

     米山奨学事業ほど、日本ロータリーの国際親善

に寄与している事業はないかもしれません。この

寄付もロータリー財団への寄付と同様、金額の大

小より米山奨学事業への理解を第一に考え、心か

ら日本で学ぶ奨学生の為にと、気持ちよくご協力

頂けるよう努めていきたいと思っています。寄付

目標は、当地区で出せる奨学生数を確実に維持で

き、尚かつ 1 名でも多く輩出できるよう希望を込

めています。 

⑧ポリオ根絶の推進 

・ポリオ根絶ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ促進、ポリオデーの実施 

・ポリオ寄付の推進（目標 10 万㌦、40 ㌦／1 名） 

「ポリオはいつ終わるのか」「まだやるの？」と 

いう声をよく耳にします。「あと少しと言ってか 

ら何年？」とも言われます。そう思われるのもよ

く判っています。 

絶対に無理と諦める前に「何ができるか」真剣

に考えましょう。クナーク RI 会長も「私たちは

世界の子供たちにポリオを撲滅すると約束しま

した。約束は必ず果たさなくていけません」と語

りました。約束を果たすために、私たちのできるこ

とをしましょう。 

    ⑨「1 クラブ 1 プロジェクト」の継続と奉仕プロ

ジェクト支援 

 2019～20 年度杉岡ガバナーは「1 クラブ 1 プロ 

ジェクト」の地区目標を掲げられ、とても素晴ら

しい具体的なアイデアであり、これこそ単年度で

終わらせるスローガンではなく、継続してこそ意

義があるのではないでしょうか。 

2019～20 年度に着手できていないクラブも、ぜ

ひ英知を結集し、素晴らしいプロジェクトを創り

上げて下さい。もちろん「従前より当クラブは持

っている」というクラブもステップアップ、グレ 

ードアップして頂きたいと思います。 

 

 

 

＜クラブ協議会＞（以下、要約にて掲載） 

＜会長＞佐々木会長 

活動計画書の方針・実施計画により。 

＜幹事＞小崎幹事 

活動計画書の方針・実施計画により。 

＜会場監督＞豊岡委員長 

9月から通常例会とZoomを併用して実施。会員 

にもZoom参加を呼び掛けています。 

＜会計＞代理 

 活動計画書の方針・実施計画により。 

＜会計監査＞阪西委員長 

活動計画書の方針・実施計画により。 

＜クラブ管理運営・例会親睦＞阿部委員長 

 このコロナで、主な活動である夜間例会も家族 

例会もできない状況で、できることを精一杯務 

めています。祝記念日に代表して1名にスピーチ 

を依頼し、写真撮影も上手に心掛けています。 

＜姉妹・友好クラブ＞田後副委員長 

活動計画書の方針・実施計画により。 

＜会員組織・会員増強＞早川委員長 

 最重要課題は増強です。一時的に40名の会員に 

 なりましたが、前年度に多くの会員が退会し29 

名になり、会員維持にも努めています。 

＜ロータリー情報＞冣住委員長 

 今月は少人数に分けて、４回の情報集会を実施 

 しており、テーマは「増強」です。 

＜奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・国際奉仕・職業奉仕＞代理 

活動計画書の方針・実施計画により。 

＜社会奉仕・青少年奉仕＞諸隈委員長 

 少年野球大会は中止に。来年３月予定の地区補 

助金事業を相談しながら、進めていきます。 

＜財団・米山＞横江委員長 

 Ｒ財団とポリオは目標達成。今年度はご寄付頂 

いた方のお名前を読み上げて、周知させて頂く 

方針です。米山は現在、進行中で皆様のご協力 

の下、順調 に集まっています。 

＜公共イメージ＞黛委員長 

活動計画書の方針・実施計画により。 

＜指名＞豊岡委員長 

 これから次年度に向けて、進めていきます。 

            ＜裏ページへ＞ 



 

 

＜細則改正＞佐々木委員長 

活動計画書の方針・実施計画により。 

    ＜田島ガバナー補佐よりのコメント＞ 

     中クラブは、これまで 2 名のガバナーを輩出し 

ており、出席率もとても高く、感心しております。 

 南 RC もガバナーを輩出し、似たような雰囲気

ですが、会員数は 51 名で、公式訪問時の出席率

は 90％台でした。南 RC はチャーターメンバーで

90 才台の方もおられて、年代のバリエーションに

富んでいます。やはりガバナーを輩出されたクラ

ブは活発な活動をしていると思いました。 

 

 

 

●田島ガバナー補佐、関口グループ幹事（西ＲＣ） 

     ガバナー補佐訪問に来ました。Covid-19 も、なか 

 なか収まらず、日本では第３波ではないかと思わ 

れます。東京オリンピック開催が心配ですね。 

●佐々木会長、小崎幹事 

①本日お越しの田島ガバナー補佐、関口グループ 

  幹事、ようこそ。２週間後に控えたガバナー公式訪 

問に向け、ご挨拶とご報告にお運び頂き、有難うご 

ざいます。本日はどうぞ宜しくお願い致します。 

➁本日、１８：３０より情報集会にご参加の皆様、宜しく 

        お願い致します。 

●田所 毅会員 

①本日はガバナー補佐の田島様、宜しくお願い致 

     します。 

➁先日は結婚記念日祝を戴き、有難うございました。 

●川合 貞義会員 

①田島ガバナー補佐、関口Ｇ幹事、本日は宜しく 

お願い致します。 

➁前回の週報の編集ご苦労様です。原稿を丸投げ 

して、すみませんでした。あまりに大々的な記 

事にして頂いて、恥かしい次第です。いい文章

にして頂き、ありがとうございました。 

●甲斐 美利会員 

田島ガバナー補佐をお迎えして。 

●中里 和男会員 

     田島ガバナー補佐訪問のお役目、ご苦労様です。 

 

 

 

●田後 隆二会員 

田島ガバナー補佐、お役目お疲れ様です。２週 

 間後もよろしくお願い致します。 

●最住 悦子会員 

田島ガバナー補佐、ようこそ。クラブ協議会、 

よろしくお願いします。 

●豊岡 淳会員 

田島ガバナー補佐、クラブ訪問ありがとうござ 

います。本日は宜しくお願いします。 

●阿部 毅会員 

田島ガバナー補佐、本日の事前準備訪問お疲れ 

様です。宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区大会】 

 10 月 18 日（日）に鎌倉芸術館で地区大会が行 

なわれ、会長・小崎幹事・田後会長エレクトの３ 

名で出席してきました。当クラブは米山奨学事業 

の累計寄付額が 4,000 万円に達したということで 

表彰されました。私が寄付したわけではないので 

すが、久保田ガバナーから感謝状を受け取りまし 

たので、次回の例会時に回覧致します。 

 本日は時間が足りませんので、地区大会に関す 

る報告は次回例会の際にさせて頂きます。 

【情報集会】 

先週までに情報集会を３回開催し、多くの皆様 

にご出席を頂いております。１回の出席者数を８ 

～10 名程度の少人数にしていることもあり、毎回 

とても充実した情報交換をしております。  ↗ 

 



 

      

本日の夜に最後（４回目）の情報集会がありま

すので、ご出席予定の方はどうぞ宜しくお願い致

します。 

【第７回会長幹事会のご報告】 

10月13日（火）に第７回会長幹事会が、蕎麦屋 

「大善」にて開催され、そのご報告をします。 

出席者は田島ガバナー補佐、関口グループ幹事、 

西、南、東、柴胡、かめりあ、中の６クラブの会 

長幹事で、まず田島ガバナー補佐から、10月6日 

のガバナー補佐連絡会議の報告がありました。 

・10月18日地区大会の参加者や進行の確認。 

・国際ロータリーにおいて「環境の保全」という 

テーマが、ロータリーの７つ目の重点分野とし 

て加わりました。元々あった６つのカテゴリー 

は、①平和構築と紛争予防、②疾病予防と治療、 

③水と衛生、④母子の健康、⑤基本的教育と識 

字率向上、⑥地域社会の経済発展でしたが、こ

れに⑦環境の保全というカテゴリーが加わり

ました。これは、グローバル補助金によって実

施される奉仕活動のカテゴリーとなります。 

・2780地区の8月末時点の会員数は2296名であり、 

今年度に入り、225名の増加ということでした。 

・10月は米山月間です。米山寄付は寄付金控除の

対象になります。 

・2780地区における全66クラブの米山奨学会、財

団年次寄付、ポリオ寄付、恒久基金のそれぞれ

の寄付額が一覧表になったものが配布されま

した。財団年次寄付の1人当りの目標額が200ド

ル、ポリオ寄付が40ドルと定められております

が、先日もお伝えしました通り、当クラブでは

早くも、これらの寄付を達成していることが一

覧表にも明記されておりました。 

    ＜第５グループＢ 各クラブから近況報告＞ 

〇南ＲＣ： 

米山奨学生が体調不良のため、9 月初めに母国 

の中国へ帰国。コロナの件で、とてもセンシティ

ブになっていたので、帰国してしまったのかもし

れません。帰国している間は奨学金の支給は停止

されますが、米山奨学制度のルールにより、90 日

以内に日本に戻ってきたら、その間の奨学金はま

とめて支給されることになります。 

例会では、ＩＴに詳しい会員にオンライン例会 

 

 

 

のレクチャーをして頂き、今後は各会員にオンラ 

イン参加をお願いしたいと考えています。 

今年度は 50 周年ですが、コロナ感染症対策の 

ため記念ゴルフは中止。記念奉仕活動である JAXA 

の講演会も中止となり、JAXA に関する冊子を配布 

できないかを検討しています。ミャンマーへの植 

樹を予定していましたが、その代わりに、自然災 

害を受けた九州地区への寄付に変えるかもしれま 

せん。50 周年は、来年 3月 21日 12 時から「記念 

例会」の形をとり、クラブ会員のみの参加とする 

か、グループ内の他クラブの会長も招待するかど 

うかは検討中です。 

〇西ＲＣ 

例会は通常通り開催しており、Zoom の併用も試 

行しています。元相模原大野クラブの会員による 

衛星クラブ立ち上げについては、要件である８名 

の創立会員が揃ったという連絡を受けていますの 

で、近々、衛星クラブ立ち上げ申請書を提出予定。 

元相模原大野 RC が、４年間続けて開催してきた 

「ひばりの夢コンサート」については、西 RC がス 

ポンサークラブとなり、今年 11 月 28 日に開催予 

定です。但し、コロナ対策のために各クラブ会員 

のお誘いはできません。 

当クラブも今年で 40 周年を迎えます。今のと 

ころ 2021 年 5 月に 40 周年記念を予定しています 

が、実施するかどうかを来年の１月の段階で最終 

判断する予定です。 

〇東ＲＣ 

Zoom は採用しておらず、通常の形態で例会を開 

催。先日、新会員が 2 名入会し、更に 1 名も入会 

の承諾を頂いたので、来月入会の予定です。米山 

月間には米山奨学生の卓話を予定しています。 

〇かめりあＲＣ 

ガバナー公式訪問が終了。ガバナーとの懇談会 

では、いろいろ質問も出ましたが、穏やかな雰囲 

気で終えることができ、ホッとしています。 

月 2 回の例会で 1 回は対面例会、１回は LINE 

による例会を実施していましたが、LINE 例会を、 

来月からは Zoom 例会へ変更する予定です。 

〇柴胡ＲＣ 

コロナ対策のため、例会数を9月と10月は、月 

2回に減らし、11月と12月は月3回とする予定。 

＜裏ページに続く＞ 



 

                                                                                         

 

来年１月からの例会数は未定であり、コロナ感 

染者の推移を見ながら、検討予定です。 

恒例の12月家族例会については、今年は中止を 

決定しました。今年度は設立15周年ですが、15周 

年記念について、来年3月に家族を含めて記念例 

会を開催するかを検討中です。 

 

最後に、第５グループ内における新クラブ設立

について、田島ガバナー補佐から説明がありまし

た。新クラブ設立については、杉岡パストガバナ

ーと久保田ガバナーが中心となり、準備を進めて

います。例会の場所は小田急相模原駅近くの「ラ

クアルおださが」にて。例会は月2回、年会費も

低額とし、若い人が中心に集まっているようです。 

コロナで手続が進んでいませんが、年明けには

準備して、年度内には設立したいと考えているよ

うです。会員数は25名程度を予定しており、新ク

ラブの会員予定者が、西RC例会に出席を予定して

います。 

  

    ＜委員会報告＞    横江財団・米山委員長 

     毎回、寄付のお願いで申し訳ありません。米山 

    の寄付も着々と集まっておりますが、またご協力 

宜しくお願い致します。 

 

例会プログラム 

１１月１０日ガバナー公式訪問 

          担当：久保田ガバナー、田島Ｇ補佐 

１２：３０～１２：５０ 例会 

１２：５０～１３：２０ ガバナー卓話 

１３：２０～１４：００頃 懇談会 

       １７日ゲスト卓話「Ｒ財団月間にあたり」 

           地区財団委員長 田後隆二氏 

          定例理事役員会 

 

●例会場 中国名菜「敦煌」 

   〒252-0231 相模原市中央区相模原 2-13-1 

       TEL 042-756-6555 FAX 042-756-6559 

●事務局 〒252-0239 相模原市中央区中央 3-12-3 

               相模原商工会館３Ｆ 

       TEL 042-758-5750  FAX 042-758-1605 

 ●Ｅ-mail：rotary@tbg.t-com.ne.jp 

 

 

 

報告事項 

１．第２７８０地区ガバナー事務所より 

①2023～24 年度ガバナー・ノミニー候補者提案に 

関する告知 

 国際ロータリー細則第 12 条に基づき、2023～ 

24 年度ガバナーノミニー候補者として最適任の 

会員を 12 月 21 日（月）12 時までに、地区指名 

委員会宛に郵送または持参することを要請しま 

す。資格条件については細則第 16 条の条件を 

満たすものであることを要します。 

 尚、上記提案に際しては必要書類を添付下さい。 

②青少年交換学生オリエンテーションのご案内 

 派遣学生のためのオリエンテーションを行いま 

すので、貴クラブより関係者のご出席をお願い 

致します。 

 日時：11 月 7 日（土）14 時～（1 時間半程度） 

 場所：第一相澤ビル 登録締切：10 月 30 日 

 

例会記録 

点  鐘  １２時３０分 

場  所  「敦煌」 

司  会  池之上 和哉 副ＳＡＡ 

斉  唱   ロータリーソング「我等の生業」 

ソングリーダー  黛 裕治会員 

ゲスト   ガバナー補佐 田島 敏久氏 

             （相模原西ＲＣ） 

      グループ幹事 関口 修氏 

             （相模原西ＲＣ） 

出席報告 

 

 

 

 

 

 

●例会日 毎週火曜日 １２：３０～１３：３０ 

●編 集 親睦活動委員会 

 委員長：阿部  毅 副委員長：河野  崇 

 委員：竹田  繁、黛  裕治、伊倉 正光 

会 員 出席（出席対象 22 名） 事前メイク者 

２９名 １９名 ５名 

欠席者 本日の出席率 修正出席率(10/6) 

３名 ８８．８９％ ９２．６０％ 

mailto:rotary@tbg.t-com.ne.jp

	2055
	2055_sec

